






1.循環血中の免疫複合体の検討 

川崎病の血中に存在する免疫複合体については既に矢田らの Raji 細胞を用いた検討が報

告されているが,我々はPolyethylene glyco1による沈澱物の補体結合能を溶血補体価抑制

作用を用いて測定することによって血清中に存在する免疫複合体を機能的な面より測定し

た。 


